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平成 24年 8月 28日 

各   位 

 

認定 NPO法人環境リレーションズ研究所 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

東日本大震災 被災地復興支援型森づくり第１弾！ 
「森・川・海」とひとが共生、豊かな漁場を守る森づくりプロジェクト 

 

～ Present Tree in宮古、本日協定締結～ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

       

本日より、認定 NPO 法人環境リレーションズ研究所（東京千代田区、理事長：鈴木敦子、以下環境リレーションズ研究

所）では、多くの人々の地球環境保全活動への貢献意欲と森林再生とを結びつける仕組みとして7年間継続運営してきた

「Present Tree」のスキームを使い、岩手県宮古市に於いて、豊かな漁場を守る森づくり「Present Tree in 宮古」をスタ
ートさせます。 

    

      宮古市は、同市が所有する牧草地跡約 33ha（所在地・宮古市区界）のうち約 3haの森林整備について、多くの
人々が気軽に森林再生プロジェクトに参加するきっかけを得られる「Present Tree」の主旨に賛同し、環境リレ
ーションズ研究所との間で、今後 10年間の森林整備協定を締結します。この協定に基づく森林整備は、当地の枕
木製造事業者であり山林経営も行ってきた株式会社小林三之助商店（岩手県宮古市、本社・岐阜県岐阜市）が実

施いたします。 
 

「Present Tree in 宮古」では、1口 1本 3,500円を寄附することで、岩手県宮古市にて行う森林再生プロジェ
クトに参加できます。寄附金は植栽や森林の保育管理など 1本 1本の樹が大きく成長するために使用され、宮古
湾に注ぐ閉伊川の源流域にある牧草地跡に広葉樹 6 種を植え、「森・川・海」とひとが共生するまち・宮古市の、豊かな
海の資源を支える魚付き林へと育てる、漁業のまちの振興にふさわしい森づくりを実践していきます。 

 

環境リレーションズ研究所では、従来東北地方における Present Treeプロジェクト候補地の検討を進めてまい
りましたが、東日本大震災によって計画の凍結を余儀なくされました。しかし、震災発生直後から「東北に緑が

戻る日願って～REVIVE JAPAN」プロジェクトを立ち上げ、東北地方を中心に防潮林をはじめとする森林再生や環

境緑化・整備等、利用困難になってしまった土地の振興に貢献するべく基金を募ってきました。 

 

これまでに寄附いただいた基金の一部は、東北被災地における Present Tree プロジェクト第一弾となる
「Present Tree in 宮古」の支援に使わせていただきます。環境リレーションズ研究所では、今後も基金への寄
附金を募り、東北被災地での森林だけではなく地元の経済・社会の活性化に寄与していきます。 
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 Present Tree（プレゼントツリー）とは？ 
 

「人生の記念日に樹を植えよう！」を合い言葉に、国内外にある荒廃林や植栽放棄地、台風や火災の被災林

等に、個人の方が記念樹を植えることで森林再生に繋げていくというプロジェクト。2005年1月のスタート以
来、現在までに約200万人もの方々から支援いただき、国内外20カ所超の森林再生に寄与しています。 
 

Present Treeの「Present」には、自分や大切な人へのプレゼントという意味と共に、地球の未来へのプレ
ゼントという意味も込められています。 

 

その特徴は、植えたらその後も10年以上面倒を見ること。その間、はじめは「私の樹」だけに愛着をもって
いたのが、森全体への興味へと拡がり、森を訪れるようになり、足を運べば周辺地域やそこにすむ人々との

交流が始まります。これこそがPresent Treeの真の目的です。 
 

プレゼントツリー公式HP http://www.presenttree.jp/ 
 

Present Tree in 宮古 http://www.presenttree.jp/lineup/lineup17.html 
 

 

 REVIVE JAPAN（リヴァイヴ ジャパン）基金とは？ 
 
東日本大震災の東北地方被災地を中心に、森を再生するための寄附をお預かりし積み立てることで、近い将

来に始まる被災地復興の際に利用させていただく基金です。 

 

 
  

※本件については、本日下記の記者クラブに資料を配布させていただいております。 

・環境省記者クラブ 

・林政記者クラブ 
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＜添付資料＞ 

■.宮古市作成資料 

■.「Present Tree in 宮古」リーフレット 

 

＜参考資料＞ 

■.商号：認定NPO法人環境リレーションズ研究所 

■.役員構成：  理事長 鈴木敦子 

               副理事長 金子篤史 

理事 針谷博史 

理事 原元利浩 

監事 渡辺パコ 

事務局長 鴨崎志保 

■.住所： 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町1‐27-4 大手町I・Tビル8階 

■.電話： 03-5283-8143  FAX： 03-3296-8656 

■.URL：http://www.env-r.com 

■.設立：平成11年10月～任意団体としてスタート。平成15年9月、内閣府より認証を受け、全国展開を前提

とした特定非営利活動法人となる。平成22年4月より、国税庁の認定を受け「認定NPO法人」（※）となる。 

■.技術者等の情報 

環境計量士、作業環境測定士、環境カウンセラー、環境マネジメント審査員補、不動産鑑定士、不動産カウ

ンセラー、薬剤士、特定毒物管理士、第二種放射線取扱主任者、乙種上級鉱山保安職員、統計士、第二種情

報処理技術者 

■.業務協力先：公的機関、シンクタンク、環境調査企業、製造業等 

 

※認定NPO法人とは 

運営組織・事業活動が適正で公益の増進に寄与する団体として一定の要件を満たし、国税長官の認定を受け

たNPO法人。認定NPO法人への寄附者は税制上の優遇措置を受けることができます。 

 

１． 個人が支出した認定NPO法人への寄附金に対する特別措置 

個人が認定NPO法人に対し「特定非営利活動に係る事業に関する寄附」をした場合、特定寄附金とみなさ

れ、寄附金控除（所得控除）又は税額控除のいずれかの控除を選択適用できます。 

  

２． 法人が支出した認定NPO法人への寄附金に対する特例措置 

法人が認定NPO法人に対し「特定非営利活動に係る事業に関する寄附」をした場合、一般寄附金の損金算

入限度額とは別に、特別損金算入限度額が設けられています。一般寄附金と別枠分の寄附金が損金算入

でき、この分は法人税に課税されません。 

   
 

 

 お問い合わせ先 
「Present Tree」についてのお問い合わせ 
認定NPO法人環境リレーションズ研究所   担当: 平沢・皆方 

TEL:  03-5283-8143   E-mail: information@env-r.com 

 


